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日本エクストラレッスン協会

子ども自身が学ぶ、第二のチャンス

Ext ra Lesson

日本エクストラレッスン協会は、２０１３年に発足されました。三

年間の養成コースのトレーニングを終え、アジア太平洋エクス

トラレッスン連盟に認証を受けたプラクティショナーを中心に、

結成されています。

当協会はエクストラレッスンを通して、子ども達の可能性を十

二分に開くことを願って活動しています。

・ADD、ADHD、ディスプラクシア（協調性運動障害）、ディス

レクシア（読字障害）、聴覚困難、学業不振である

・他の分野では能力を見せているにも関わらず、特定の学習の

面ではその年齢の平均的なレベルを下回る

・社会性に問題を抱える

・すぐにイライラする、他人のせいにする、怒る、攻撃的にな

る、キレやすい

・不器用である。文字の書き方がぎこちない

・注意力が散漫である、ひとつの事に集中する期間が短い

　もしくは、特定の物事に極端にこだわる

・整理整頓ができない、物を失くす

・遅刻や忘れ物が多い

・体の動きがぎこちない、怪我をしやすい

・指示を覚えておけない、もしくは指示に従うことが難しい

・過度に感情的、気分に大きなむらがある。もしくは感覚過敏

・自尊心が低い

・計算記号を混同する

・左右の利き側が確定していない

こんな子ども達と取り組んでいます



A-4 210*297(100*100*97)

エクストラレッスンは、子どもの現状を正確に把握するためのア

セスメント（評価）と、動きや水彩を中心とする段階的なプログ

ラムから構成されていて、専門的なトレーニングを受けたプラ

クティショナーにより実施されます。

1.アセスメントを通して、困難の根底にある原因を探します。

2.その困難を解決する為に組み立てられたプログラムに沿っ

て、プラクティショナーと定期的な一対一のセッションします。

合わせて自宅でも課題に取り組みます。

　＊プラクティショナーはその他、食事や睡眠などの生活習慣

や学習の取り組み方へのアドヴァイスも行っています。また

必要に応じて医師や看護士、視覚、聴覚、骨格調整など様々

な専門家とも連携していきます。

エクストラ・レッスンの進め方

近年では歩行器の使用など様々な理由により、乳幼児期におけ

る段階的な動きが不十分な場合、そのことがその後の発達に影

響を及ぼし、困難の根底になることがあります。そのためエク

ストラレッスンのプログラムでは、特に床の上で行うフロアー・

エクササイズに重点が置かれ、発達をさかのぼって、不十分だ

った動きを再び、一つ一つ習得していきます。

また、手遊びやお手玉遊び、ぬらし絵やフォルメンなどにおいて

は、ゆっくりと丁寧に、何回も繰り返し体験することにより、自

分の身体の境界線や動きを認識し、空間把握や手先の器用さ、

ひいては学習や社会性の基盤を培っていきます。その他、銅の

玉や銅の棒、ビー玉や毛糸などの用具を使いながらプログラム

は楽しく進められます。

これらのプログラムを進めていくプラクティショナーは、その時

のその子どもにふさわしい課題に取り組むことを通して、子ど

もの意志の力を育て、自己肯定感を再構築させる役目をも担っ

ています。

エクストラ・レッスンのプログラム

１９６０年代、英国シュタイナー学校の教師だったオードリー・マ

カレンが、学習に困難を抱える子ども達を助けるために開発し

始めたもので、ルドルフ・シュタイナーの人智学による、人間に

対する深い洞察がベースとなっています。

エクストラレッスンでは、動きを中心としたエクササイズを行う

ことで、困難の根底にある原因に働きかけます。子ども達のボ

ディジオグラフィーと空間認識を育て、感覚の統合を助けるこ

とで、学習の過程そのものが円滑に進行するようになり、子ど

もは以前に学びきれなかった内容を学びなおすことができるよ

うになります。それは、子ども自身が学ぶ、第二の機会となるこ

とでしょう。

エクストラ・レッスンとは・・・


